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したよ l!、誌とんどのヨー口ヅノf おいては、監

父、I~ 1 
'1"') を介主1jI(Iヲな範1mに る じられ、あるいは、 され

いる白人きく分けると 3つのパターンがあ似心

LIえも多しミと忠われるのは、イギリス{ ービス jえ 、Schedule1、

19去を Jli)、アイルランド(194211~ Ij I央知れ 33へj条2Jl'()、ベルギ一

部11IJ&び金融サービスのIN:，:il守にj裂する 2002{j: 8 n ! I 保条)、ルクセンブ

ルク (1998{j:12)J 23 I1 部IIIJI町村委只会を創設する 20条2 、イタ

1 )ア (2006{I'-12 J J 29 11委任立法令都 303iょによる改正後 2005 口2811

iP'知 jj-24奈Ju)、オランダ (20121j~ 6 ) J 7 11 による改{

1 : 25cl 条)など、!注意または ifc話去がない 1íJ;~り武任を負わないと

のである(節 1の1説明〉

治2のf説明は、立仔:をr!う+n ん。

i之、 は公誌のみのためしこれわれる

ったとえば、 ドイツ

るが、これ辻、 ドイツな

では、主主主があるJ詰介はともかく、

められるのは、第 L宇;'1仇i安効のある え」

れている ストリアにおいては、 、li}i'J 

象 を1"!わなしミものとされている{

3条1

第3のJ3:iJt'!は、 ?t令 uまIV]ぷiねな!日じとが加えられていないが、 'l=iJW日において

を l認しているというものである。これに)，~í; するのは、 1)];7'υìlJ EU構成1"1で

l} 打卜ρ〉ヅよほと 1"1家出 (1)J筑波ロー・ジャーナJv1 ~J' (2007 77-94 、

f H~行のうJほと EU (EC) 違反{こ)，!~づく i ièJ本l!i"i{l1立在 iコ…・ジヘF ーナ Jv ③

は00711-) 45-()8丘、 IjH:f J:ii，ょ;杵 l'の過失と 11守家出船主任 (2)イギソスJ 技法政44~;. (2008 

1F) 27-51 鋲lJ:1iY.i'j守 の J_;t段と fliJ家出ifluiT::イタリアJ筑波:コー‘ジャーナル 14

松山;j1i:}31-G3民、ト‘のうよほと I.E)家出1'fしT1ま:スペインJ筑波ロー・ジャー

ナル 151J御 (201:311') 79ω109 f[、 IS:J{ 1 r lii:L仔と Ik)家賠償古H:J 会主1:・金融 1，'{1)'1 (出

'jiiLィ万、2013 {Iご) ([。
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1}.[1 J昨夏i者1-_o)'IJliとIli附 lf'iftl削壬 ElJ船主Ilq一一

はフランス及びギリシャであり、少数にとどまる。もっとも、フランスでは、

判例仁経過失にとどまるときには出償責任を認めないとされており、ギリシャ

においても、金融機関に刈する規制・ 1317寺に係るうIj)ieUの義務は1ml々 の預金者

というよりは公衆一般との関係で負うものであると JWfij干されている。

ギリシャ、スイス及びオーストリアにおける状?JCについては稿を改めて紹介

することとし、においてはポルトガルの ;1犬 ~)C を概飢し、また、 EU t仏大に

より EU+11，1j:1北IJqとなったIlq々 における状泌を的 iji.に眺めることとするの

E ポルトガル

1 国家賠償責任の枠組み

(1) 1967年 11月21日法令第48051号

2007 ;'I~ 12 ) J 31 IJ ~t1P 第 67 サの ililJ jζHiTにおいては、 1967年11)J 21 1::1 法令第

48051 J/~. 引が 1"1家刊日こついて規定していた :1)。すなわち、 1m その他の公

的 i:_体は、その機関または職員によって、その職務の遂行またはその結果とし

てなされた落ち度 (culpa) による違法行為 (actosilicitos) によって!l:_じた、

約~{i-の権利またはその第:.{i-の利益を保護することを 1.1的とする法令の規定

述以につき、私法 1--、その第三者に対して絹害賠償責任を負うとされていた (2

条1Jri) 1)。

2) D札、re(o-leinυ48051 de 21 de Novembro clと 1967，Diario clo Governo， 1." serie， nけ 271，

2041-2042 

:~) ボルトガルにおける Ililその他の公的主体のl('Ji.l'i任に|到する法文、学 i~~~及び刊行IJ の i(}

'!II t~ については、たとえば、 Cordeiro [2010J p.625-652参照。

4) また、 IJijその他の公[巾主体の委民会 (titularesdo órgào) の tl1iJι L~&び行政 '1;]' (agenles 

;lclministI万livosl は、その杭限を l也えて11'い、またはNr:(E:にhった第三千?の柿利またはそ

の抗 :fiの利益を似設することを 11的とする法令の胤山連1iにつき、私itL、その第二:x.

に対してHi'hl!;守口')l'[イT:をf'!うとされ (3条 1m)、ii文立になされたN)ifiには、 liiJその他の公

1'10 主体(j吋}法委u会の十i"'!'I北i)または千-)'u:xrcとj主Jfifして賠償責任を負うとされていた (3条2

J(l)。
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品Ìi，;~í (誌

なお、 1966

任を

においては、行政行為にJi!とづペボ法仔為武

れたが、対象外とすることとしたため、

られたという経緯がある。判例においては、当該

を討議とする法的.i1iIJ)支的枠組みにJ¥ざらして、ある行為

で、あるかを伝記してきた九すなわち、行政披IMJまたは公務員に

よって公的保i裂の1d0lにあたって、すなわち、公訟のルールのドで¥かっ、そ

れにf，'とって公的職務をネするにあたってなした行為は、告はI!J)Jの行使そ

なくとも行政行為とされてきたの

詐ち在、

とされるが、 112令;;'548051 の6条;之、

び一般に適)lJされる!以WJにjえする

は J授守すべきルール及び一守支!'I~な

mater泊(之、 とみなされると

1976{j'.定 22条勺立、{ 及びその也のうと(1包

る ま は不fl:為及び

、nrH 

そ の構成片また泣 と

にあたっては、

していた。

、そ

の#~

また

け

であっ

をもた すものついて、

し 卜の を負

271 1 JJ[ は、 I-UU 及びその他の会的 ì~体の公

Ji ;土、 Lおけ れ:為または与え作為jえび

5) すribunalde Confli!os c1e cle Novembro dぞ 1981 (profericlo no procぞおちo11." 124). 

Tribunal de Con門iroぉde20 t1e 0ひlubrocle 1983 (profericlo !lO processo U 153)， See also 

Supremo Tribunal Administralivo d♂26 c1e Setembro 2000 (proJヤriclo口。 procesちのプ46024).

6) 1982~lò出 1 F. lìíjーはお条で、あっ

7) 以下、出76 11:}説法の 11 本 [{f~ぷ i之、如、工 IÎili詩文1 日目訓告uえび立法売持{件 l"lj註集 (8)

ポルトガjレ (2014イ 2)J) に紋提している。

が このよ長の随行については、たとえば、 Canotilhoe Moreira [2007J p.42G えび

SIm言。 1Jp.143誓問。
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銀行lj}:-l~'1計十ーのうと11士と同家賠償責任一一一 EU悦)iJ:IKトー

を)tj(1大!とする作為または不作為であって、 111氏の法的に保護された持;利または

不IJ読の侵害をもたらすものについて、氏事上、刑事 L及び、懲戒j二の責任を負う。

この場合において、訴訟または手続きは、いかなる段階においても、 i二位機関

の;¥'1こIfJによらない。」と規定するとともに、 11可条 4Wiは、手Itは、 i主i及びその

他の公的 t体がその機関の役員ならびに公務員及び職員に対する求償維を有す

る条件について規する。」と定めている。

したがって、 1967~I': 11 Jj 21 H 日;令第 48051 1/:1の内容は窓 i1~ ~こ織り込まれた

と.Jl pj~:(: されていたヘ

(3) 2007年 12月31日法律第67号

2001年7月に、政府は、国家賠償責任に関する法案 (Proposta) 第95/VlII

リー I()Iを談会に蛇 n'lした口也意書で、は、ポルトガル法としては初めて (pela

primeira vez na ordem juridica portug・uesa)、政治的、立法的または行政的任務

の逆行から生じた損害についての国家の契約外責任(不法行為責任)を包括的

に対象とする制定法であり、とりわけ、司法仁の任務から生じた損害賠償を定

める初めての立112であるとされ (Exposicaode motives， 1)、:1&判所によって長

年にわたって形成されてきたさまざまな結論を法手ドに煤り込むことが有用であ

ると考えられたためであるとされていた (Exposicaode motives， 2)口

法案第 95/Vlll号は、議会の解散により、審議未 fのため、 Hii案となったが、

報心:法JVJ (第9立法則)には、社会党の議員から、法案第 95/VlII号の全部を

ほぼそのまま合む法案 (Projetode Lei) 第 148/IX号 11)が議会に提出された。

第1読会終 f後に、議会がf~!{I放され、法案第 148/IX号も廃案となった i;Jjo

9) 志法 290条2JJ'[ (1976 {F HiIJ定時には 293条)は「この憲法の施行よ 1')fIIfの通常の法は、

この Wi:: iL またはこの憲法に定める出日IJ に反しない Ijj~ りにおいて、維持される。 J と定めて

し、ゐ。

10) Aprova 0 Regime da Respol1sabilidade Civil Extracol1tratual c10 estaclo (Revoga 0 Decreto-

Iρi 11." 48051， cle 21 cle Novembro de 19(7) 

11) rρi cla respol1s乱bilicladecivil extracontratual c10 Estaclo (Revoga 0 Decrelo一Lei11.υ48051， 

de Novembro cle 1967) 
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論r~~í (!){]、/Iく}

法案 1-'，.r，，'，nCr-.1d長、 iρi)88/IX ・などを粁て、 2006{I:. 1 ) J 20 1.1に、法案

IJ'."'''A"j'" de Lei) 56/X ~~. H)が提出され、2007~ド 12 YJ 31日第67な151(目、子、

2007 とし、う)として公イされ、これが、四在、ボルトブ)レにおける

を‘してL、るIli

2007 {ViL 1条では、 と一体を成す1;出廷 られた

u政の主から三1:.じ

るものであってほ条 l耳打、

に討する法令 1-のすべての

についての10:'jf. 

れる阜、iLl' 

全。

i条 1J({によれば、 。ム IiJ i1~ 及び行政作nJのどから :'t. じ

]2j <寸h汁np: / /ヘw干れL快ww礼v札r仁市，

=三71>噌

]3) Aprova 0 n三三七ncjuridic、[)da Iでsponsabilidadεcivilexlraconlratual do Estad。

いるな

くhttp://wVI'w.parlml1どnlo.pt/ActIvid行clePal七unenlar/Paginas/Detalhelniciativ社丘三px?BlD

14) Aprovao dar必SpO[1加わilidadとぐxtraぐOnlralualcivil do [slado e clem乱l白日lliclade言

publica主

くhtlp: / /www.parlamenlo.j)t/Actividac!eParlam仔nlar/ドaginas/ひe!alhelniciativa剖 px?sIDニ

15) どi "(37/20り de de ])ez仇 11bγo.Aprova 0 !<cgime c!a Re日pOllsabilidadeCivil 

ExlraC(]!1lralual do Estado DemぷisEnlidades Public、aち， Diaγio da Republica， 1.'ば:1・iど， 11."

251. 9] 17-9120.なお、 Lcin." 31/2008 dc 17 de Julho， Procどcle priI11eira alter乱cao会Lein." 

67/2007， cle 31 Dぞ之ernb問、 queapl・()va0 玄imeda代行spon叫 bilidadeCivil Ex!racontralual 

c]o 江主lacloぞねじれ1ιII忌En!iclλdとお Publicels，Diurio da Hcpubli(、人 l弓ちとric，n." 137，4454によ号、 7 

J1lについてじ交正カーなされている{これは、 i攻ナ1'1を11会が、 2007{FU:は、 200411:10)J 

14 1I1扶J!-1:iJU:裁l'IJIYi'l可決けをil)il19) を.I@t))かつ完全に瑳守するものと首会っていない

して、日tilJ~i: O) ;，ι/1\いをおずることを ilj;十H li) il: 1主判所(こ qlし立ててため、 2007"leU、でト分

市対 l.i:.、している治人主主'fi'を@耽けるためというJll¥111でわった北 iト:である o cf. .]udgmcnl 

Cas(' TL-l/O!) p，併すuga{v CoηIJniss;oJ1 ; JuclgmenL in C-292/11P Portugall) CommissiOl心。

l(j) じom似{之、 2007{léiLlま ;j~ )レトブ'j)レ、の)，I~+':JJ;(WJ ;を三ふりlするために不 IIJ欠な立法であ

ふと，ifillliしてし、之) (C;OI11似 [2008] p.ll)c 

らも



説け奇 i のうJ伎と j 均三ミl!lH~tïlt1壬一 r:u WiJJxl辺………

2J瓦によれば、

によち

にかかわらず、

のもこ{す~こおける、

が合まれる。 !iiJ条3

び司法作JlJの行税'ヤJJiは、

ける作為もしく

役員 (titular orgao)、

について

(funcionario) 及

{れをも ると定め、

叩おける、 また

の従莱

i之、これらの

または版印jによ f) 求さ

人及びその従

(trabalhador) の

は、公権))

れている作為及

附)肩書条いJ[は、機関

，gee-i
 

j
 
いての!と写箔子は、 liq千の背任の公の?と

として生じた場合でなくとも、また、

作為の主体を刊することができなし

呉jnlJ~ な主施 an01・maldo 

を負うとしている iへそして、 !liJ条4 立、その状況シ治的会主主江上のパ

ターンに!自らして、 J‘弘容をi坊!l二しうるために行うことが合時!的に求められる下

とを行わないときに役務の517;?な主誌があるとする心また、 liH属 9条は、

(I1icitude) について定めている。すなわち、?革法の規定、法律のjiZ封IJま

17) F，勺01'detぴ仰ω白

18) F，、01'ピd♂tαωiμ/8，see e. gぷ.deMεSζqui討tじa[2009叫Jp.19‘ 

19) これ;之、 2004"ド lOJ]14L11攻 問判}ij;"1可決(Judgmcnt C-275/03 Commission 

v Portuga]lカ人会Jt，UM，ì主の分野で Jl~l，iJ fl~法以による被古1;'~こ対する 1H'/r l!t\;j誌を誌ち史

はをわfll万判ることを条nとしてとめる liil内法を!従I1こしなかったことは構成jヌ!とし

ての義 J誌を来たしていないといj示したことを背景としているc なお、このようなむめ7デ設

けられていることにつき、 βarraiふ外その他の公ごの法人の誕百賠償支は独特であ

ると計illliしてしミる (sarra [2011] 1).1犯人
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f二;之島!二のルールに述反しまたは専門的ルールまた

/えび代:fl!l_人の行為または不1l為であ

れた利4去を佼?ちした行為は去であるとみなされるとされ{第 l項)、 7条3

な実誌の民、 j和平IJまたは法的に設された利益

は手:;説的

であるとされている(第 mんここでいう

ならず ì: 観 (10 なが台まれている~())。

さらに、 I(H胤 /F10条 は 、 出 ち ! 支 に つ い てどめているむすなわリ、

の役段、 l鉱員長人に出ちj支があるかどうかは、

i)~ にJi¥tらして、 、 Jrl~H または代理人 れること とJ支

能によって刊誌;されなければ、なら会いとされ(第 1

あったことが;1'きれるj詰f?

たこと れるとする{第2瓜) ()そして、 られている

{患のj晶子?に力1Iえ、 ることによって、 JL渇

きれるものとされる(第3正Dヘ
ずζ 

欠いた助f?には、

務ち;支 (cu]pa)、すなわ

すなわ ち 、 字 ， ，mJ，出:に欠けるよう

plでcipitacao，d絞ら!日xo) によるiL:

辻、認識のある

てもしく誌だちし

j丈、または、認識のない過夫、すな

わち、 もしくは能}J OU HH'I~C""".~ により、す[

J:liらなかったもしくは i上、!?

かったよ

1967 

払ったとすればそのよう L しな

J'，のがなし 、それぞれのケ

スに)，l:，;じたよしぶ父のj主主 (di1igencia um bom pai de família) にJI.(~らして

どり) [2009J 1).254どらど父

21) なお、 i己 9i~ ~ミ 1 Jf[ I之、法令 lペ部ち!支をiiiうとする JJLjヒがはげられているJJ)jイ?をI)(j;、

被 ~!í;: {iーが行為行におち i立があったことをウ:ぶしなけれは‘ならないとえよ去しているの

なお、第4瓜{止、総数の{iがどUfをおうときはi心1;sI!， 497条の民主が迎IIJされると定め

いるれなお、 1;己iL~I!. 497 条 1ml之、内主 i主的{í'か:1îl 'hについて主任をねう JJ~'{れこれらの

れはi去三日立法{i'として!'t11てそれう
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銀行lii;，:'1奇l'の失敗と liII家賠償;主任一一 EU術成11;1一一一

判断するとする民法典487条を参照していたのに対し、 2007年法では、文言上

は、熱心な人と行為者に求められる と合JIj!_的な適合性が安111ことされて

いる。 注意の水準との関述における重過失が、すべての 11~準、負っているすべ

ての註j主義務を無視することであることとの対比からは、大部分の人にだれも

がuj(1!IJとして払うような注意を払わないことをさせるようなことお)ということ

になる。落ち度の法的な判断基準の変イヒに伴い、平均1'1'0なn意を払う被)I=J者{象

及び、出法事案における代日I!人の知識を考慮に入れるという、被)IJ者の側に若i二i

した役務のルールを無視することになる。

他方、よい家父という考えHをj自)，(.;し、 )s及するというアプローチからは、

千均的な、 (cliligenciameclia) :(IJを払わなかったことが落ち度であるという

ことになる。こ ~Gは、合耳目人 :!5J または d~ とキま j斉う主における「土v均人 (average

person) J 1ι准に相当するものであるが、活動する専門家n引京j党及びそのう:11識

の ~:/f来、もはや、平均的な職員が平均 iねな人として注意を尽くすことを斐求す

るものではなくなっている則。

|刷局書は、 1~1I などは、このように過失支任の枠組みにおいて賠償責任を負う

ものとしつつ、 I~~I などの機関の役職員などがよ主な行為を行ったときには、法

ち!交がiWj主されるものとしており :m、j主法性lilltllの不存在、有貫性、11の不存

23) Varela [1998J ]).598， nota 1 

24) Cadilha [2009J p.145. 

25) Almeicla Cosla [2009J p.583 e 584. 

2()) See a{so Caclilha [2011J p.197-198 

27) 他)J、11&.''2:または JTc過失(そのJ[i注目:y(こ II(~ らし求めら tl るよりも l り j らかにすj った jt怠と

熱心さ (cliligenciae zelo) をもって)による行為による1iiWについては、jJ[jその他の公iL

j'の法人と行為.fiーとの辿JliflT任が定められている(附属的:8条)0 そこで、たとえは¥

Caゆersは、 ilit:i品失は、劣った注意と熱心さをもってlJWfI{:者が1J'l0したが、 しかし、その

職11れこ)1日らし求められるよりも iりjらかに劣ってはいないときにi1Zめられると特別!している

(Caupers [2011J p.330) 0 Ili立主または '11(過失によるものであることを主張する J晶子?には、

iJ¥l11;-は、.lI_己i:!ご1"1、 h九.r;ーの;存ち)主、 1H'flfJ.えひ進法行為と111:11，，:との|主!県|共j係を立，;I1:しなけれ

ば、ならないと1科されている (cfAmaral [2011J p.720 e segs.)。なお、 iiY，さ;による)J1I)¥・行為

の1説明については、たとえは Gomes[2008J p.42参I!官。
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在、!主jj主をイ!ー しない宅~日Î~羽〕不在:伝説び出来のIj i

nとされると話されていヴ

を負う必

2 Banco Espirito Santo 

2014 'rに、 BancoEゆかすoSantoが361.立ユーロの失を!討会 1'，した後、ポ

ルトガル 111央銀千rは、 Pi] {r 8 ) J :3 1 iにPHJ: を jzl~c し、 rI、!liJ1J: を分 ~íilJ したっ

すなわち、

転し、技りの

のない1ftp()えびn慌をブワッジパンクである NoひoBanco {二移

び七日江をおαlICO Sα'-nto (こ Jj~ し、 Banco Santo 

l立小 (banco mau) として }とになった

そこで、たとえば、 mÿ~ {';' i~~設協会 (Dじたらa do Consumidor. DECO) は、

2000人目、 1'，の株主をftえして、 fまαηco Santo 及びその 。〉

;I)~川について持 ;i; を受けないで社を被ったとして、ポルトガル'1 1 央銀針及び

11ミ11会に討してを:1とめる訴えをJjd起した加。DECOによれば、

ポルトガル 111火保行及びIl;laJ叩 LuおAlbu守uerqueI:'J{:長 kl;~ は、 Banco

Santo il を公#し、また、地常設{;hとイ，;II鋲hとに分1!f!]をする riiJに、

を認、ましていたにもかかわらず、 βαnco

も講じなかった():itlくとも 201311:には、

し、それがt:j~行部 I !l J に ij‘え

Banco Santoカfイjしてい

るがあるにかかわちず、ポルトガル111光旅1J'総裁は、 βanco Santo 

の解散(1'，)主の分割)を決;とする設Llliijに辻、 !liJ1 に は 立 が あ る 行 を j

iりjしていたっそこでこの 1~'I V Jは、吊C)(な逸失によってなされたもので、あり、

お) Ot('!"o [2010] p，%6仔吉正、広告，

り この(三かにも訴l示会ザu返さ ~Lているこ たとえば" Accionistas do rぞsponsabiliz乳111

じilrlOSCo当1(¥por "gravls出ima11ぐgli反とI1cia

<hHp ， /lw¥vw，!)ublico，p1/eじ0110111ia/nol icial accionisl川 -do-beち-respon主役bilizam-carlo日

じりちいi…j)o}"-graviメ日ima-negligenci;γ1683534>，BES : Quaちを 500りとqueI10Sacionislaち

apreちとれi立mc1uaちらes!Joj)ulalで当 naJustica 

<lntp . Ilw¥Vw publiじり pt/econol11ia/l1oticia/ (JlIasど-500-peqlltうJlOS-(lC、cionislas-do-bes-

εSCi11am-du<l日-accoeγpopulares-ni)-，iuちtica-lG7617G>谷I!((九
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し、また

あったjと以

ぷ約上のうこl!~と向家I!f'iiî~ 1者……日UWFhむトー一

に持ち続けた多くの投資者にとって;玄関的で

また、 Wi:誌の決定につながることにな

j業主せな昨 i二の失敗があったとも しているめ o

3 ボルト

して、 IsIその他の iでの法人の機関 よ4、

に経過矢のみがある場介には、 i事[そ 人のみ

リノiコ~b，え または代珂人 わない (2007

刊j両手F7条1

人では を負わない れて

L、るのは、 くものであ号、

ィ、 yとふ: うとすれば牛 お れがある、行為を

るとし 1うこと れは行政の効平 を与えるとし 1う もなる

目的とするものであるりまた、 Cau戸ersも、行政ij'の

れたについて、被害者がその名ーに対してのみ、

かっ ;之、

るとするのすなわち、代耳目

人が、一一一判断に緊急柱が求めちれる場合には生ずる いが…一状況

をト分に汗イ，IlIで=きずに段己の行為によって告人 与える

:工、し、 L に相談し、出品、なんらの行為も のような不作為

より多くのを作じさせることがあるとJ日抗している

:)0) Desenvolvimenlu むesa correr rribunal 001 

くhtlp Ilwww.associacaodeinveちlidores.com/index、php/comunic乱dos/comunicadω

publicos/320-1esados-bes-desenvolvimento-OOl-dεsenvolvimenro-sobre-as-乱

correr-lermos-em-tribunal-001>，ち avancamC0111 nりvas ぉjudiciaiscontra 0 sES， 

l~icarc1 o Salどado Novo Banco (22 Abr， 2015) 

<11((p : I/ww¥ぜ.rtp.ptlnoricias/ eco nomial clien teγavancam-com-novas-汽coes-jucliciais-

conllヌ-o-bes-ricardo-salgac1o-e-novo-banco_n822332>噂

31) 註dilha[2011J p.144， lVIacas [2011J p.67-68‘ 
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または代flj!.人Lニ る #JIi~ に、

負い、 DTl

したときには、 Ilejそのf告の合法の法人は

また

いJireitode を千iーする (2007 

8条.[1'[から:ぅ

これに討して、

プ'f;レ111央銀1i'(Banco de 

う〉
γ64

i十言。、、 ルト

;之、の偶人iねな

じ

によってのみ、かつ、

かんがみて 1r-~有化される場介に限り、迫)5;._オ吋ることができると定めているの

こで、 2007 年法問)，~; 8会:iJ古井イ三111息苦i主INび合副!会社:の生mmlJ12条3

とのj白JlllYJ係がlL¥j;起となる CJ これは、

でおるとすれば、

になるが、 2つのルールの11¥1では、{迂

11お!人(I(J(宇

とどまり、信JIJ

ろ純刊について るに

一 寿 定 品 則 条3mではポルトガル 111史卦!

れておらず般)Jj(fj!Jに従い、ぷf武村を行

ているということになり wそうである ο しかし、信用機関投び

金融会計:の一般取!l!J12条3Jsiがマ;二おける古刊というヂリラ…トなも

りであ号、活動をし、また、 J[i主務執 oコ独立性を民なうおそれがあること

~(i 11 して、 íl~1 An~ 1Jつ去のについて棋士!IJを設けたものであるとする u

:~t:) Caupeうrぉ [2004J 1).20. 

:ぅ3) 市還を，in;Rしな ければならないかどうかにいて、 説は分かれているが (Seee. 

Vieil立 clとAndrac1e [2008江、たとえば、 Comes こ泣を，h'J3Jじ宇ることは義務であるとj詳し

ている (Comes[2008] p.30L， MacasもI"J掠で点〉るく久，1acasL2011J 1).6針。また、 Cadilha

12011J 1) .17卜~主問。

34) I<eどimeCeral CI社主 Instituiむらとsdとふホlito Socieclades FinanceilコIS (aprovac!o pelo 

])代、rt、toLei 298/92， de 31 C!(子 clεzcmbro)

35) Maca日 f2011Jp‘68 



銀行 l{gl~精|ーの失敗と|刻家賠償責仔 EU Wtl&"~1 

ウ.~ d~ 当時においても、求(訓告iの行伎の行イ史は任意であったと桝さないと意11本を

成さないと Macasは述べている 36)。

また、 1f~; 刷機関及び金融会中1: の-f，j生規則 12 条 3J_f!については、行政上の保

i咋 (garantiaadministrative) またはl隊員の保障 (garantiaclos funcionarios) の

不平等の新たな形態を設けることによって、怒法22条、 271条及び13条刊に

)s}えするのではないかという疑義がII:_ずるおそれがあると指摘されている:則。

4 ポjレトガル中央銀行の責任

(1) 監督における落ち度

ボルトガYレ'I:r央銀行が銀行li佐官仁の過失により、監督対象銀行の株主や

ι:弓字に対して、賠償責任を負うというのは、通常、 ljjけ雪における落ち度 (culPa

in vigilando) によるものである口

i刑ー肱!;r!r 10 条 3 項の I~- で、監督における落ち度は、規制、1] HiJがあるイllil人の一

定の行動または活動、 m-J#j逆常を I;}:-;~ 督またはコントロールする義務を'附怠し、

その結果、不法な行為がなされ、第三者が損害を被った場合にあるものとされ

る対)。すなわち、 JWI)lj'当局が、 またはコントロールを行わず、または不十

分に行ったことによって、与が生じたjj言合に監督における落ち!支があったと

されるが、命令を発したり、ある決定を行う義務を履行しなかった場合と、 !H主

背や検併を行うという制点から、適切な1Wr'置を講じることを;怠った場合との両

/‘ f 人 ふJζiぅu。

36) Macas [2011J p目69

37) 1全ての rliI(は、等しい社会!'I<.J略肢を有し、 1去の前に平等とする。

2M人も、 1[11統、引jJIj、 j人d利，[1ι[

{古七iパ;条、教育、経済状況、社会的身分または性的il1lilJをJll!rllとして、特柏を受けず、手IJ誌を

受けず、 Hl古:を長けず、いかなる+?lt:f!Jも争11W-されず、またはいかなるMH売も免除さ ilるこ

とはない。

38) Macas [2011J p.69. cf. Catarino [2010J p.349 

39) (1 Raposo [2006J p.69.不作為によるiirii;:l!jii償責11については、たとえば、 Cortez[2003J 

p.3:-3 e segs.， Caclilha [2011J p.146-151参照。

73 



ぷ記 ('j{j;;k)

にお ~t る N千ち

る

られるためには、 iji.に11:1与をしなかったしかし、

)とま

あり、

る

inercia 0¥1 pura inactividade) 

出足立または'NP'j(iなルールからな。

され、 カミザ入 れてし 1る 念
品

た{土手IJ誌をすることに去ることカ長引:とされる年法ド告条 1刈¥11(}: 

しかも、守における終ちi支とので問題となるのは、 mHilj，Ii ではなく、

行為によって長が出

となるヮすなわち、監粁勺}n)のヂfr為詩人

民(i大jではなく、 1)j:存するh;(1大1(concαusa) 

将、l~ )，;jに'Ml1
['できるかという IIlJ)~さがある 121 0 1ヰ

かつ、もっぱらの

レベルだけでは

などにおいて忠:官当同

長H~ しくする c

なく、 る市:子)支も IllJ)起となる。

のJL組なj&hl白日記めら札ていることはIXI

を求めることができる

，.の部ち!支がある

という IIiJ題も主主である iiJO

を fTむ抗 ~ fi'にずる

して、f.j'Jlj)j、rl;;i&びな

(1なに f~~注されている品川IJ または

きるか

jえ

れている

た名ーについて、 d;

られるかというメルクヤール

40) イ~f! l~ によるよlii: (1‘espollsabilidade in oil1mitendo) と!J;;if守{こおる j会ちi主による 1'('1了ー

(1でちpon主ポメlidadein 1!Igiloilr10) との!ベ併については、たとえ;工、 Hapoω[2006Jp.W-70 

なお、 l(i);Ul~ 4総会 l之、純イ~fl !.H之、その他のiLiPIの浜打。がイメイ1:寸るJMj台、 ま

たは、 i}ゴドまたはiJ;iltii l~ に )J~づいて吋 l法行為をなす義務カマiイ1:する J訪{~に、 m主

4'15を11:じさせると民主している

flj) c:f Corlez [2003] p，37 

(12) えよ仁adilha[2011J 1).147. STA (SUj)1‘emo Tribun乱1Administrativo) 22 CIεJunhu de 

201() (p，・0仁じおson." 755/(9).ただし、 STAdt、25 l1ovembro 199持{ドi
匂

OじとSSO!1." :i8 7:.m 

4:¥) !¥1，l(:iis [2011] p.70-71. 

44) 1 ， \IIH楚 I~\J }えび金融会社の均生j托l!IJ 条 JU(土、お (ten:eiros) とのみ}じめており、

それを，1んがjするような11引'!iliI ~ f i' {よHJJIIされていな L
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がi直川されるが、 IHけ号、l!，向(の役)隊員等)が違反したがどのような特定の

法的利益の実効的保護を立法趣旨として有していたのかが第 1の判断基準であ

り、つぎに、 Lたる公益のネm完物 (complementode um interesse publico 

primaciaj) が考肱に入れられるべきであると指摘されている山。すなわち、保

護交}Jのある牟の純1)1'1)えび11['[''.)の範IJHI)'jに人る法的不IJ誌が保護対象とされる。

銀行，;監H五:立?け'1骨i庁奇の うち、わ行.為 j規j見~i凶il市巾制1i伊凶j計刊IJ は担銀Hわ行r命の!胤i~出ι耐i九江削f[干字告存元半ìをi山，"内"1引叶(リ什:1正J十，刻文

(他辿づ全~t刊性i主:の 1，:舵giιj:泣(;if汁子?甘i降当のル一ルがその H J'的i内サとしていること、保護純 IJII に合めているもの

がやIJかについてはよりデリケートな!問題がある口なぜなら、健全tl.寺は金融

セクターの J友定性、出翌年性及び金融セクターに対する信頼という公益を保護す

ることを111+主としているからである山口もっとも、令融の安;ζ'1"1:が憲法 1-，i~~;l草

されている和1i111'[であることに加え、 j訟法 101条が、「財政iljlJ皮は、!り誌の形成、

芸及び保護ならびに経済的及び社会的な発展に必安な財政資金の投入を保I~Ji'l~

するように、法作によりi'i'lJ築される。J(1乱I，~ 引)FJお)と規定していることか

ら、出金1Jfや投資家仙人を保護することも i二I[Y0とされているという主張があ

る47)c そして、預金者や投資者の保護は総体的手IH主の保護のlj:I.なる反射的効果

にとどまらず刷、法ーがあるlt託を保i世しようとしているのは特定のある私読を

似護するために必25または適切であるからであると考えられる制。

しかし、この 1'，の{来1設は、出金保護法イf:51J)による保設によって実JJ!され

ているという i¥ffilliも可能である日)。

45) cf cle Andracle [2011] p.60-61 

46) ただし、他ゴザ|ーの !gi!~ '1守は、 11，';[々の金融機関の安全性と安定性をコントロールし、金融

機関の世全で'Iuí[( な続件を ji'(l' 1~~するものである。

47) CaI1olilho e MOlでira[2007J p.1082 

48) l¥1acas [2011J p.72 

49) cle Andracle [2011] p.61 

50) 1，l![Jti割問/えび金融会社の一般JJWIJ154条以下0

51) l¥1acas [2011J p.72-73 
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品 (~{J;jk)

t.の部ちj支があるj括合に、たとえば、

が被る損害は純粋経済誌先 (danospuramente である。

も)克れてきているが、計五iとの;fOim土、純粋崎議拡jヅミについて、

〆jく ?こてめc

そして、 CalvaodαSilvaは、 ヤ入れると、

についてJ長官丹治ぜい求を認めることは、域 も適 切{ 以で も、 よ

りバランスがとれているりわけでも、最も公 11二 (justa) でも

とのIYJ誌では、株主のJ員与は会主1:が被った損吉と分

lJ、 ど を 認 め ると、 二重の吉{誌を去、

めることになるとする悩む

るにあたっ」、

負わなければな

二の原則及

き11111起である

ボルトガ jレ小 や代別人に、そ やけ〕

た場合に、ポルトガル 11I

22条のみならず、ぞ

と役'fiIJとを考慮に入れて、び11:

と指J高されてし、る o

たとえば、 Con伊 lvesは、ポルトガル 11I央銀訂などのように、その官:務と支:

For details毛 seee. g. Leil員。 [2009]

53) Sce e.♂ Monteiro [1悌9Jp五品 ωまた、 Pinlo ~2004Jω178 参照。

54) c. g. Jorgε[19G8J 1).302 sぐ広告.， Monieiro [198UJ p.lSl校合ど 188 segsけ Pillto[2004] 

]).178， dεAlbuCjuerqueどPereil‘a[2004 J 1).230 主 Leitao[2010J p.120ぞきど広ふ， d乱 Frad註

[2011J 1).75. See a!so 13ussani and Palmer (eds.l [2003J. また、 1966 J，n\，;法 tl l!. のお!\!(~.であ

ゐSermI勺z はに1日立の H~)じがある JL3f? を i尽き、純粋需主流 J武夫はイミ法行為 i引での対象

とはならないという立場をとっていた (Ser山 Vaz[19ら討 [1960J)c 

55) Sec e. clぞAlbuquerque Pereira [2004J p.246. 

Calv~!o cla Silva [2008} Jl.170 e segs. Leitao [2010J p.121， [2013] なども 11iJ')守。

の，1.'.((立、)~ トガ;~において故も議論が号ざまな j論点の 1 つであ乍， 0 

Gon心l!vei; [2012J p.4， 
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求事項について出|有の複雑性が認められる、意思決定主体に対しては、受忍、さ

れるべきリスクの余地 (umamargem de risco toleravel) を認める必要がある

とする山口

すなわち、ポルトガル中央銀行は金融システムの安定性について責任を負う

一方向で(ポルトガルヰi央銀行設置法制12条 cサ)、信問機関投び金融会社の行

為及び健全性を i監督する I~f任を負っている(ポルトガル 1:1' 央銀行設置法 17 条)。

行為規制は、投資者及び消費者を保護し、金融H}j，日の性格についての情報のJI:

対称性を緩和するために、金融機関の行為、活動、顧客及び他の機関に対ーする

刈応のiWf!lJにをあてたものである。他方、健全性の監督は、金融活動及び

の安定性と安全性を{確保し、重要なシステミック・リスクを解消しようとす

るものである。金融機関の規11;IJ当局及び監督当局は、このような複数の目的を

何時に実JJ2するという困難さに直luiしているとよ'Il併されている ω)。

そして、 mililJを最小限にとどめることは資本の流入を促進するかもしれない

が、情報の質を低ドさせ、 ijjf管当局の注意のレベルを劣化させるおそれがある。

このような場合には、ポルトガル i二I~' 央銀行は、規制は純然たる公式なまたは法

尊重主義的な手法に基づくことができず、逆に、競争!この不利訴と消費者に

対するイな効果をi坊ILーーするために、効率性と競争力という fll'j旬、法外かっ専

門的な規準に照らして、しかも、会社がj古勤している市場を特徴づける構造的

要素を考慮に入れて (;1)、行動せざるをえなくなる可能性がある口

58) Gonca]ves [2012J p.4. See also Gomes [2008J p.:36 e segs.， Macas [2011J p.156 e 157 

59) Lei Org;inica【10Banco cle Portugal， aprovacla pe1a Lεlnυ5/98， cle 31 cle ]aneiro， a1tera a 

Lεi Organica do Banco cle Portugal， tenclo em vista a sua integracao 110 Sislema Europeu cle 

13ancos Centrais 

60) Pina は、 mHjlJ と !H:，~習の予想に)えする効果の?干 i;t {，こは、 j赴HJIJ.杭'間当)，;jのiWJが金融機|刻

の ifJtITU)'I"I: または支払能力についての危機について懸念を持つような、金融機i弘!のJ!~ II支状態

についての包括的な 1'i'I却を布していないことなどがあると指摘している (Pina[2005J 

p.126)。それにもかかわらず、流動性または支払能力についての危機がある場合には、ポ

ルトガル'11火知行は金融機関を紋済するために、あるいは金融機関の破たんから生ずるiH

'1 Î~ を品小 m.~ にとどめるために、何らかの方策(前者としては最後の貸し子としての機能を

引き受け、後有としては金融機関の史生または清算)を誹じざるをえなくなることがある。
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このような多くの、しかも佐雑な任務がポルトガル 111央銀行にうえられてい

ることは、粁j曲失の JJ)j台に免貞されることをiI':'1'1化する根拠となると

Concalvesは ('J1之する。このような1舛外は、 ポルトガルI11リミ飢q;.()えび、 これ

を通じて、その機扶jの役1;1)と守対象となっている金融機関との11¥1での絶え

IIIJ ないがよノfトと出乱が11:.ずることを i山ぐ必~だれからも ~JtlJrl されるとする ω。

また、志/t267条2mは、止、 1J'.il交の分権化及び集 II'tJl: I(~;の j歯切なに

についてためるものとする口ただし、行政の出動の必裂とされるまVJ;平性jえび

'fl:ならびに庁の機WJのJ日11[、守政び後見保護の柿つ能を妨げない。」と;と

めており、行政の実効竹と効平は芯出 1'.のJl;(l1lJの 1つとされているが、この

制点からは、ポルトガル111央銀行の任務のイj-JIIl (I{Jな追求のためには、より広い

， Î午行犯 1)11 とリスクをとる余地を lj宇えることが必要とされると ~f刊誌l されている口

そして、 Cordeiroによれば、ポルトガル111央銀行は、すばやく、かつ実効(10

でなければならないとされている。それは、わ1支~&'I'!J }ijí' の i笠さゆえに、銀行業

のダイナミックなj主さに11'1牟 lilIして、 金品副j山(システムの信機長白能巨と↑七汁油刈1中判jIi'上H作dイT竹1"ゾ

めには、 7ポ!ドfルトガガ、ルl川11リ央と到飢HJ行J二は、 JiJi去1f~~f による実効 nむなコントロールなしに

その'，:託料相¥IU~ を行?とできるようにする必変があるからであると主日j三されてい

る。

主人 1'.(こ加えて、 j立i:iL266条2mは、 r-1d交の機IYJ)えびJ[itQUは、 この志?L及び

iLiP:にJJliするとともに、そのl[i¥X坊の遂行において、三!三等、比例、公!卜:、イく偏小

党/えび{パ誌のJJ;W!Jを i:;i.，T!:して、 :U到jしなければ、ならない。Jとして、比例ttの

JJ;( UiJ をどめ、 IlíJ 条 1 Júは、「公行政は、 díl亡の法的に i~し\ili された純平iJ)えび利益

を作lfi.:して、公託のil};Jミを H((;とする。」と;とめている口そこで、 Concalvesは、

公任の)JJ;Jと(;，1) を仰拠として、村:lj!J~任務と 寸じのWHjJj: (独 ，iJtと向しげ立I!lJIY0彼

~:íH't)をイjする Li本については、その JlQ 11/: の '~fl二と幣介 'Y0 なシステムから利託

(1) Pina [200S] p.141-142 

(2) Gonぐalve白 [2012Jp.8 

():]) Corclciro [2012] p.~m4 

(4) Amara) [2011J p.40 

n 



を受けることができると

などが1WI

も免責できるの

(1なにそ

ます

も上比ヒ f例9勾~t性ヂ

飢行線上の失敗と llil家賠償資任……構成同一

べきであるとするむすなわち、

きるのであれば、

を号。えることは、事実、|二、不可避

だからであると論じている山o Gornesも、

ピスを前提とすると、

った被に

る必:梨梨があるという;兄L解をぷ[しJ ていゐ ω州 1¥11α勾ca釘S 

す一ること均三追加であるというな J詰をとっている p.67. notな

:持)む

i白~! f科iドr川川そ子川叶叩d↑f性1"ゾ/

なとど苧に封対Aすすす-る

に11時過失の

白わないと

ち、 2007

わないが、それち

日2条が「ポルトガルヰi史銀行は、民の'1'火強行とし、

るところにより、そのj義務

ルトガル'l'央銀行{之、

るもの mで、ある

主体であって、

に着[1する。そしい

いことをふまえる」、 の役

を

いる。すなわ

られるj話合にはポルトガル

;之、

は、

q、〕

絡を1 で‘きると定めているが、

より行為したときには、 I)i.jは求自

山立、裁判宵に対して求法権を行使す

るかどう 懲戒捺mミ

Goncalves [2012J p.lO 

(J(:i) Gomes [2008] p.36… 

ること会てできる

(7) なお、憲法之67 J(lは 1-i1~W:(之、独占:した行政主体を併設す

占め/ウJているの

G銘8) 恕古まi泣法;ゴげ7条;はま、r 侃 liヨJì法j去;'，干h杭"己ι三行γ~ff下，';己J己乙畠:γB

る。と 7主

'，:\ミ\0ジの)í托壬舟、配 i間?め行"I~ .. 、4も転む以;↑任z及び宍詐.，任壬ならひび、に!懲t説4μi政f世立び的)'尖j主J品5施主郎;にこ!出おす之る}持権位目問(り出lは1を有するoJと〉定己めている。

て、 rijiL(¥高等議会会主;j({H村長のhi恒にi惑する111!imも有することになる。
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または司法大佐の申立てに誌づ'V¥て行うとしてお号、

はな LJ3tlio このような定めが設けられているのは、裁'I'IJ官の独立性を担保しよ

うとする題貯に恭づくものであり、そうであれば、ボルトガ〕レ

られている封!牲を行iなわないという主党

れるということも当日持がつくということ仏、 は、 している。
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2004 {V 5月1 ~J，lj手に EU 構成田とな

ような状j記となっている 7010

々の;1支況を ると、本章の

(World Bank )は、

i
 

S
F人 いては、 下 を示している

1 ブiレ方 1)ア

ブルガリ

pOぷ 6aH!C a) 

であるがミし

)ヰはブルガリ 7+1 (E'b，ロ rapCKel H 

会 (KOMI1 T a中HH a H C () B H 0 p) 

れており、 をhっ

たことによる損由主任は、家J及び自治部 {3a ()H OTrOBOp 

HOCγl!  B a Tel 0 はす a Bp 

れてい ω c 1条 1項は、 三}

70) ム Dijl日 tra しつつ、各i討の立況を誕去したもので、あ
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した行為、作為また

を í~! うものとしている 72)
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20 I¥C¥I13pI[2013 1'.， )(0[1. Jl社 6p 11 i¥ilλ!)T 2014 r.、 yj HHon.}1β‘ 6p 

01、 主ふρ1'2014 .， IL3M. l! JlOII. j:(B， /\npl~ .I 12014 .， 11:3M 只!ヨ.6p 0 

γ幻 l(hll'120l4J'.， ILH1. JlB. 6p.14 (バ 20(TcspyapJ.l語1l0!l 6p.22 0'1、24M 

pT2015 r'.， 1:1:，，1. 1I )lOII JU3. 6p.50 oT3 10.11112015 

74i 民ぷくhltp: / /www.cl芯rv-soiia.org/llpload/ Cre(liLlnstitutiOl刊_Act.pdl'>に1Nf'処している c

おヰ



以1i峠隊 iてのうえー散と i討議ミl!i'i附 EU搭j刻表一一

2 キブ口ス

キプロスに主け とう)誌は、キブ口ス 1:11央銀行 (1くεντρ l Tρ立π

εこgτ'7CKuπpou) であるが川、自主7 o 07rolOC npovo 

εi Y lατηρu()μ1σητωV Tραηε( 1 J(UJVεpyaぴ UJV.No 66 (1) 1997)では、

ス中央銀行または

ない|設り、

行にあた

の

(1) ) 

は、 ま

の…;どでの

いかなることについても訴訟その地

れ

を負わないとされている (PartXII， art 32 

コエチqu 

チェコにおける

あり、

れる。

れた自然人もしく

の行f主により

おいてなし

いては、

当j言jは コjこ1:1央銀行 narodni banka) で

は i主l 家賠 f裳r1~ (2立]ω11C. 82/19路 7iiJによって

よれば、 i主jの名において、問、 i主!の存政権の持1~と会

osobvJ) または委譲された権限

じたときに m~ り I~I 治体 (3条)

な行政行為と

を負う 03 条 l 立~t 2 

または行為をしなか

コIII央銀行による

による違法な決定また

な行政行為には、

条1J兵

にあた

によって自

2文)。そして、

るため、チコ二コ

ただし、 JtjliJ組織金融機関は協同程合ig'i奇ー l!il発向の管轄である c

76) Zakon zεdn々 brezna1998. 0 odpovれlnoぉtiza skodu zposobenou vylωnu vefejnと

moci rozhodnutim nebo nespravnym 収 poちtupcm乱 o zakona eeske naroclni 

i・ady 358/1992 汁 onotai-ich乱 jejicheinnosti (not会j'skyiad). v必 三konaC. 120/2001 

叶 χuUstavniho soudu久234/2002Sh.， zakona 539/2004 Sb.， zalwna e. 160/2006 

zakon災ゑ 41/2009Sb叶 zukona 41/2011 Sb. a zukonaム396/2012Sb 
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然人または法人が絞った相手?につき、 を白うことになる ゥ

4 エストー

ストニアにお汁る令融ijι!守主'ih;J (立、

あるが、 2001年金融政官法

叩よるj主将の官主または引き起こ

)
 

円、uu
 

i
 
。，z、

内

dA
L
 

こ

に

u

;J 

/え

は

支払いの拠J班長

seadus) 7;)) 

WJ 

しているりそして、

な訂為によりその特科を I_Î~:

おいて

きず、かつ、 lt3 

Jj定または1"1{誌を詰ることによってを免~Gることができなしには、

をよjとめることができると定め、 123長1J支l

をつ:じさせた は、 に対し を つ する。 7こ、

7条2JJ1は行為 ~;}ii なく行政行為 われず、

また -・

ぷで るとし、 12長1 をと

な か た は行為 によっ ! 1:じ る を f':~ う /仁

Hl'，i;:lI.hi'i'i ，'(1T:を、めたものではないが、 2009年 JJ 社地 1'1)政判所持決 m心部uclek

Nejvyssiho souduχe 21生2009，sp. 25 Cdo 1011/2ω7J主主]11¥，，，この'Jlf'j:について、 iif

{:iNi.'I'IJJ貯の従オぐの特例 (200411' 2 ) J 11 'l'1J iλ[sp. zn. 25 Cdo 953/2003工2004{Iゐ G)J:~O I! 

1'1] iJと [sp.之n.25 1536/2003]， 2003 {I二12)J 18 1111Ji)と [sp.χ口、 Cdo803/2003Jな

とIliJ体、 2006{Iご2)J Ilブラノ、J由)IJ記同，yi''I'ljik ((:. j. 12 C 1()0j2003…87)は、 f訟のすべて

の政済下段がつくされた?をでなければ、 ni'iri"iをdi'i;Jミすることはできないとし、 200611'. 9 J J 

14 1Iに、ヅラノ、jt近故'I'IJIyi'も、j1'1]必ず読さが終結していない以上、 JH7;:加が雑むしていな

し、として、抗日五を来);11した (C，j， 20 Co 209/2006-119) 0 

l<γ1200上 48，之{ジ，ク~JV( くh t1 p: / /www.lと怠alLどxl.どと/texr/en/X50008K5.hlm>にi!什処し

いるの

79) wr j 2001， 47， 2GO 央，(!{<http . / /www.lとgaILeXl.ee/Lexi/ぐれ/X400751く乙hlm>に{長j悲して

いる

おら



j;JHi1li:i.'/lf 1.. のヅJ!![ と 11~1家賠償責任 EU情成"'1-

めている口

ただし、 13 条 1mは、そのJ主l'f与が予見不 lïJí:ì~ で、あった程j支、損害を防止する

1'，での容倒的|咋書、村!(利侵害のilt大性、私iL.I'，生じたとすれば被害者1H1Jに諜せ

られた干m~償請求 L のf!J1j約その他JN'fq: を全部1賠償することを不公正とするよ

うな;1)¥?J止をW}1宜容J'[の決定にあたっては考忠にいれなければならないとしてい

る口

なお、 7条3J瓦がpt(t主のHれわ下JiN';11:とjりの喪失が賠償の対象となると定め

ているのに対し、 13条 1mはJ哉書l!日償義務を負う者がをよ!三じさせることに

つき落ち度がなかった場介には!肝作の喪失は賠償することを裂しないと定めて

おり、 l!il家壬は}!経過失支任であることがJiIi1たとされていると月!併する余

地がある。もっとも、 li:ij条3J}'i は、公(I~tf，町長!が公i'1~1壬務の遂行に必要な it:意を

完全に払ったとしても、その損害が防止で、きなかったであろうときには、公的

機関は損害賠償責任を負わないと定めているため、過失責任であるという解釈

の余地もありそうであるが (Oijkstra[2012J p.353)、これは|主l果関係がない

場合には賠償責任を負わないという 1也旨であるという見JJ'も IIJ能で、ある。

5 ハンガリー

ハンガリーの金融li佐官当局は、 2013年までは金融i監督Jj:(Penzugyi Szervezetek 

Allami Felugyelete)であったが、現在はハンガリ一国立銀行 (MagyarNemzeti 

13ank)で、ある口金融1，:主将Ji工またはハンガリ -1玉行の民事責任についての特

別法は存在しないため、 1959.{I:，l¥，; i1~ ~I!・ (W、卜- IFI氏it典)SOI 1J{;;Q)IJIJされると考

えられていた口 11:1民法典 349条 1項は、政府による行政の鋲J或で生じた容の

賠償責任は当該損害が一般的な法的数消によって緩和されえないか、被害i主者者t名苫I竹カがf 

J蛸員比;害.It子の報緩今干和|日iのためのj述1並;並立ι釘立立ι釘rl常I
れるとしていた H引川lUJO そして、!日氏iL出339条 1 は法律に反して他人に損容を

80) V~ ，沢くhttp://www.ang.el !ì re.com/mn2/reformclub/hu l1 c l.html> にイJ'<.t処している 0

81) For detαils， see e. g. Borbus [2008J 
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論(長;永}

tこ

いi担号、

。)1丈i5lの 1"

を慣する

されるように したこと しな

てい

、2014~I三 )j 15 j]か さま工ている (新)

じ

]与す〉、ち じ に I)J~ り、かつ、

政 j'_O)llJl併についての司法によ

られるとするのそして、|言i条 2 は、

、公権)Jを行使する法入が負うとし、ま

し¥Jg}j{i-には、

また

られる。しかし、これま

が追及され

な

史の1つとなるが、

また、行政{輩出のQj'1主との

るためにはその被害者の人捺維を る

し、るお o

5 ラトピア

トピアの会福!1JL材

た ちこ

よ…ミ

であるが、

ι、

;土、 -資本

の遂行における

;ま1T

されえなし、場合;こ

代わっ

している。たとえば、芸

Lλ 

よ三ミ :z.二f

れるためには、金

I ~手話こしたことが

されていないとし問、

が成立す

ると判ぶして

un 

likum計約は、 され

よって第三者に生じ

82) g.13D'1' (おirosagiDonlesek Tarλ) 2010/1/8. Foval・ Itelotabla三γf.21.145/2008/5句

IH (lteknablai !laturozati 201l/:'V117， fovurosi Iteldtabla 5.Pf.20.0171201O/弘

絞め lH 2011/3/117 

84) 此，V¥<111Ip : / /主主明w.lbk.lv/tt、xt丸一filω/CIでdiUnおtitutionじlw_08.doc>tこ依拠している。

88 



~H千安 Lの矢n支と家賠償資{千一日採成!主

いて、金融-資

にi担号、

7 リトアニア

? によ

員会は、

ワトアニアの金融ijL:督当局は、リトアニア

年改正治fJIT19941f 1) トアニア訣行

banlω8ωの461条1項辻、出

してリトアニア

により生じた損害誌損害を被っ

i議員の過失 (kaltとがに

な過失があ

banlω)である

iミespublil三osLietuvos 

i刻の '1き1:.の

の違法行為

はつトアニア

にIUQりH吉

{設されると焼定していたの 2011 は、 j司法45条が、

行;二関連してリトアニア室長行また辻リト

じた損害はJ百三?を被った者がつト

失によって当該損害が生じたことを

I.t)仏)

S マjレヲ

ア

/ 

またはリト

した場合にi眠り

により生

されると規定し

マルタの金融'i主管当局は、金融サービスな弓nおlcialServices Authori1り

であるが、金融サーピス法 (Chapter330 Malta Financial Services 

Act) i>71の29条i之、金融サービスrfならびに金融サービスr='j-'の恕事会、助委

員会、監督者 営及び 1)ソ…ス評議会 (Boardof ancl 

I{esourc出)、 CLegal 及び役職員は本法の下での在務の遂行ま

たは任務の遂行とされることにおいてなしたいかなることまたはなさなかった

いかなることについても、その作為または不作為が主主 (inbad による

ものであること されない|民号、 を負わごといと いゐ 8おo

85) Nr. XI-1666， 2011-11-17， Zin.， 2011， Nr. 145-6812 

86) 111. gruo【l主io1 d. Nr. 

Acl XXXIV 1988 

89 
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§ ポ…ランド

ランドの

ラン Vllq¥J: 

2006 {I: )j 26 J 1 

、l!t)，!)!土、 Naclzoru 

'""，'"r'r-，，''' Bank Polski)で、ある。

品川の 33条五項によ旬、 1997ir 8汗29日銀行

1及

らびにお02年9

一発行

ら11:ずるし、か

るについても、それらの行為また

を f~! わないと主めている。

なお、憲法77条1反;之、何人も、公的柴山

に従っている iiJk号、

の立を受ける権利

}J 

ており、氏 417条

おける法な行為またはイ叶乍為から，'tじ

によっ られた公権))を る

の地のfL入試抗うと〉じめて i，.i)る。そして、この長については、違法で£れ

を会い、 :tのイ'f1w，はrlHわれないと Wi:するのが判例の立j坊であ

る甘い。すなわち、 Jiji'2001 {j': 12 ) J 4 J…1 'l'1J iJミ知山、

88) なお、 iコudclu[201，己によれば、これまで、マ lレタ令刷!サービスJj'に封ーして、 m刀U':';fn

，i!'i;Jとがなされたという;伝子じまな1.'とのことであるう

おり} し!日tav主1(1χdni(121 lipぐa2006 I・ O!1込 γχ(:>nacl rynkiem !Inanちowym，Dziennel{ U詰taw(1)χ‘ 

UJ 200Gnr157po%.111り

り(j> ()bwi(川%czenieMars%alka Sejnlll [<zeじzypo会polilejPolぉkiejz dni之113 maja 2002 r. w 

日plコlwieogloszcnIa jeclnoliiego tekstu lls!awy…Prawo bankowe， Dz， U. 2002 nr 72 poz， 

91) 11付111については、たとえ Bagiuska[2003]主主!引っ

おK18iOO， U， nr145p(肌 16:38，なお、、&.'l'iJ J好が'I'IJIjJI'を F

ト托):l. 0~'1込リ11 起午安社会のな ~L を止!とめたところ、ぞれらの1l'，Jに

作法丘、1(iよポ!417会ないし 420去の京出{j-'I'tについて立はのイがみられたことを??;;f

としてL、る行弘之 [2(03)p.l9出。

、1
e
Ji
 

、，ノi
 



~ni j'lii:i.'街!ーの矢散と1"1家lIf;f貰 EU構成約一……

いる後数の
当:0

した 定によ号、 417 

過失を立証しなければならないとして持た

釈Cjcllはそ

10 ルーマニア

ルーマニアの

失っ

していないとい

ijj;: 督、J~ }司は、 ル

しリ:J)、 417粂は
アふ
く!:'

を乃えしたり

ニア i写|立銀行 説a

I<omaniei)である ルーマニアす条1 、1]:II支行為またはなWJlm

な利益または特科jえnこそ

を は、その主張する権利もしく註 IE

{i'{r;認、 を求めることができると広め、 jil'j条

制限につい (]ege によって

これをうけて、 にl共jする 2004年12Y=J 2 

11 r. 554 din 2 decem brie 2004. contenciosului 

されている。

ルーマニアは、 l主i際通貨基金との 111]の 2001年 10):] 17 1すの

(Memorandum 011 Economic and Financial Policies of the Government of 

I<omania において、パーゼ ア7'1)ンシフ勺レ 1 仁ii一}っ

て、 に 9~1，と を講じるとしていたかミラグ

ラフ 24)りへそこで、 2004年ルーマニア εI1r.312 din 28 iunie 

93) Granecki [2000J， K~piúskì i Szczepaniak [2000]， Lctowska Safjan [1999a].Sεε 

αIso Saijan ~1999b J. 

94) 5εe Kosik [1961J，1ぺtowska[1979J 

95) 条は描出資任を?とめていると JI!!附されていた。 e.g. S乱fjan[1999a]， Safjan 

[1999bJ， Safjan [2001J 

9()) もっとも、 l同夜通貨基金の2003"je卒li奇書においては、ルーマニア立銀むの矧事故び

議員はその経坊を逆行起するにあたってが訟で、なしたり為または不作為につき j入 1-.または

刑事 1-，の総裁を認されないカ¥それらの行為を法的子きにおいて弘御する我HJ誌告:部

れていないというお鵠がなされた (lMF[2003J p.24)。

りi



議ぷ~ (説;Ad

2004. plかindStatutuI Bancii 

めら

された

役 立omaniei) 25粂3J]{は、 ル"ー

は、その者

かった、 よって定

いかなる氏

4 は、立~~3 J瓦の

る日

ているりしたカtって、ルーマニア見守汁二i

打:を負うことがあり得ること とされている。

11 A 口ベニア

スロベニアの j言辻、スロベニア 111央銀行 (Banka で、あ

る。

zakonik. 

またはj昌夫、~

148粂は、

より第

条;立、

. .有に与を γぇ

行為したことを示さない探り、

誌は存1'1:し?ないため、

される 98)

なしi二

負うと定め、 11，1135条は故意

られるとするむまた、

しιマ!っ

行った行為により

を会う旨を、それぞれ定めている

失iV~ <http://www.uil-出ipo.si!fileadmin/upload_folder/zakonodaja/povez<lno/Obligat:ions-

Code_Slovenia_200 l.pdf>に1f¥てしてLミる。

98) See Eurol淀川 Courtof Human Rj.~'hts ， Casεof Y. 1人Slovenia(Atplicatioll nO. 4 Il 07/ J 0) ， 

.ludgmenlぱ 28May 2015， para. (Article 148ば rheCode of Obligations regulatinだthe

liabili!y of perSOl1お forcl及 inllicLeclby one of theirおubsidiary bodieヨ...a1ち()applieおto

thどdど!erminat.Ionof thどState liability for damages) 
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を1.の失敗と訴ほどI!l";慣;当一…… U 構成IY.トー

12 ス毘パキア

スロパキアの金融監督当 j誌は、スロパキア l主立銀行品 banka

S]ovenska) で為る。金融市場号法 747/2004Z.χ)仙の43条1Jl~ は、

じさせ ;ま{車のj去こよ

九におしミて生じさせられ

4条1m h) 辻、ス口パキア l~j~1 は、

右が行った不溶拐な行設

ついで苛イ下を負うと

IJ¥ 

参照文献

ア

としており、

{ι 514/2003 

から生じ

lu(J) 
，0) 

とは会権力の行使にお

とされている

BagIlIska， [2003J Liability uf IコポメicAuthorities for Damagεto Individu司Is: is Article of 

the Polish COJlstitulion Model Solution?， in : Bod川 r，A. et al. (eds.J， The emerging 

constitutumallaωojthe αれ Unioη: Cermanαηd Polish terstectives， Spriれま巴τ.1もらJよりも

おorbasBeatrix [2008J Tendencies of State Iml11uれityand State Liability Hungary-Past， 

Prでちと11[ancl Future， . Adam Antal (szerlくの日 ‘PhDtαnulmanyok， vol.7 : 41-51 

Dijkstra， R.L [2012J Liability of Financ、ialSupervisory A以hoγInthe Europeallじれぬれ警

jouγnal oj Eu1'oteaね 1'o1'tμω も vol.3，nO.3 . 34も-377

‘p. [2000J Odpowieclzialnose cywilna Skarbu za szkodc wyrzqdzonq 

cJziabniem swojego funkcjon礼riusza(¥勺rbγane ， Palestra， 2000， 111・11…12 1()-29 

IMF [2003J Ro柄引ua. Financiα1 System Stαbility Assessment、lncludingReto1'ts on the 

Observance 01 Standardsαnd Codes on the lollowing totics : 13αηki抗gSu会記γむおio託、 Securities

Negulation. Anti-j¥lfrmey 1β und芭ringQnd Com出tingthe Financi下Igol1'e下旬れsm撃問。lIeta1'yα抗d

Financial Poticy 1'ranstαrency. IMF Coul1try l~eport No. 03/389 

K~píúsl\Í， M. i RSzczepaniak [2000J 0 bezposreclnimηiu arL 77 ust. 1 Konstytucji， 

99) Zakon 0 dohl'設 nadlinanen)rm Irhom 0 a doplnεni l1iektOlす zakonov.英訳

くhttp://www.nlおふkljmg/Documcnts/…Legislativa/_BasicActs/ A74 7-2004.pclf>に依f!tli:し

ている。

100) 0 zoc1povεdnosti ;怜ゑkodusposobεnu pri vykone verejnej moci註 oZIヌ

nieklorych z立konovv zneni立kona.
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Panstwo i Jケawo，2000， nr 3 : 79-84 

Kosik， J. [1961] Zasady OGかowiedzia/nosc1tmIslωa za sz/wdy wyrzqdzone trzez斤'1n/?Cjonariuszow，

Zaklad Narodowy ill1. Ossoliuskich 

Lylowsl叶， E.[1979] Ch日rakleroclpowieclzialnosci za s%kocly ¥vyrz2}clzone przy wykOllyヘV<lI1IU

fllnkcji publiczl1ych i jej stoslll1ek C!O odszkoclowawczej oclpowiedzialno.sci kocleksowej， in 

l<adw乱IIski，Z. (1でd.J，51udia z戸rawazoboωiqzmi， PalIsrwowe Wyclawnictwo. Naukowε83-

102 

Lctowska， E. [1999J W kweslii zmian przεpisow k.c. 0 oc!powiedzialnosci za szkoc!y 
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